
9

ウ却4昭叩21牢RR6F≡!第慧糊闘蜥 司く二概 有Fη勘 貝十円 概揖 帯華1δ0円一 牢300円,

 

闇
簾斤

 

園憂
(月贈6)¶e60銭4β24日第 噌ツo雪い繭,

昭
和
二十
引
糞

大
ス
購
式
は

腎

十七
日
牛
蘭八
時
串
より
本
部
大

ホ
ー
ルで
開
か
れた

庸よー

のよう

な
演
述を
行
い、
大
学
び共
同
沐
で
あ

るこ
と
、

建

の合

法
奴
党
へ

加
ス
は自

田で
あ
る

か学
問
に

為け
る倣

治
活
動
は

馨

せ
ら

れる
くと

全面
糟
和

り重

ン

スを
隠
怒

自
輿
し
て

博
つ
べき
で
あ
るこ
と
を騒
翻
、
注
目

を
引
いた

な
おλ
掌
巻歎
は
法
字
部
三四
二
名
、

医
掌部
一六賓
名
、
工
学
部四
二
九
名

交
学部
二
一七名
、
理
学
部
}五
二
名

讐
摯
部
三
〇
ヨ名
、
農
掌部
「九
九

名総
断
一、八
〇
七
名
であ
る

献籠
鋸
鞭
鰐
墾弓

れ
る
鹸
轟の鋳

で
あ
ゐ。
眞
型

の
換
究
と叢
醐
敬
南の
塗
行
、こ
れ
を

甲
心
とし
毒
著
が共
同
体
を形
賊
し

ま
ま
は　
サ
さ
れ
るも
の
の
　ね
に
お

斐

窪
奉

る
.
・れ
翌

署

あ
る。
套

は鐘

の羅

毒

一

囎灘
纏

と
、
大
掌
の臼
治
ζが
興え
ら
れ
る

と
い
う
こ
とに
な
る
。研
究
と
教
授

に
つい
て
は敬
護

の曽
脳
轡
で

あ
る
蕎
大
臣
の
指
鯉
監督
を
受
け

な
い
し
、大
学
の
行
整
当
轡
で
あ

る掌
長
の議

創週トに
も
獄
いo

各
ウ蔀
はみ
ず
か
b
の買
任
に
おい

て
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
の
で
あ

る。

大
掌
に
お
け
る堂
簡
研
究
の自
由
は近

代
的
掌
間
の発
遡
と密
接
に
閉
係
し
て

い
る
。
こ
の制
匿
は
ヨ
ー
ロツ
バ
には

大
学
であ
る
。
ア
メリ
カ
の
繭大
掌
は

特
足
の
宗
舐
と
の
酬係
か
一そ
う
漂

い
。
アメ
リ
カ
では
現
在
も
学
問研
究

の
自
由
を偏恥哩
9
る法
は
な
いが
策
敦

捉
よ
る掌
間
の
圧
述は
砲
激し
た
。
ζ

れ
は
アメ
リ
カ大
掌
域撲
運
盟の
反
省

の
結果
で
あ
る
。

ソ連
は
雌
治
飽娩
制
の
行
きわ
た
つ

た國
て西
欧
やア
メ
リ
カ
洗の
掌
問

碗
究の
自
由
は問
題
に
な
らな
い
。

マ
ルク
ス
●
レー
ニン
の
学観
は
パ

イ
プル
の
辞句
のよ
う
に
取扱
わ
れ

大
学
は
超
國
家
的

政
治
活
動
は
許
さ
れ
ぬ

務
に
つい
て
お
のず
から
轟蔑
の
あ
る

こ
と
を忘
れ
て
は
なら
な
い

大
掌
の齢
史
を
兇
るに
大
掌は
國
家

的
起
源の
も
の
では
な
く
蟄
鵡
使

睾

ず
る
超
國
寂的
群
在
で
あ

る
。國
立
大
瞠の
敬
授
は
公務
鱒
で

あ
るが
、
一船　公
務麗
と
異
ゐ㎞傑陛

を
受け
て
い
る
のは
大
学
の性
格
か

ら
く
る当
然
の
結果
で
あ
る
。こ
の

擬
雌は
学
間
と藪
甫に
関
ず
るこ
と

が
ら
に
つ
いて
学
問
研
究
の
自
由

じ
ま
つ
た
。叢
勧
に
こ
れ
をキ
張
し
π

のは
ド
イ
ツ
リ大
等
十
七
世
紀
か
ら

十
八
世
紀
に
かけ
て
大
掌
にお
け
る
掌

間
研
究
の
自由
が
確
立せ
られ
た
。
イ

　

ギリ
ス
の
オ
ツク
ス
フ
オー
ド
大
掌
や

ケ
ムブ
リ
ツ
ジ大
学
は
國数
的
傳
統
が

握
く
、
十
九恒
紀
の
甲
頃
衷で
学
位
を

嗣
あ
資
格
とじ
て
宗
派的
條
俸
が
あ
つ

匁

こ
の
傾
向
に反
旗
をひ
るが
え
し

ザ画蔽
躍
閉究
の自
由
の
もと
に
轡
立
せ

られ
た
の
が
一八
r八
年
の
ロ
ンド
ン

そ
の解
凝
だ
け
が許
讐
れ
て
いる
〇

一日
本
にお
い
て
は日
本
國
顧
籠

}十

三
條
「学
問
の
自
由は
こ
れ
を保
雌
ず

の

る
」と
あ
り
、第
十九
條
に
「慮
想
・

艮
心
の自
由
は
ζ
れ
歩簾
し
ては
な
ら

な
い
」ど
規定
し
、
第
二十
}條
に
「算

会
、
漣
、
お
よ
び強
論
、
出版
、
そ

の
他
一切
の
表
現
の自
由
は
こ
れ
を保

瞳
ず
る
」と
あ
る
。大
掌
の
目
由を
保

匿
し
藝

と
し
て
は
まさ
に
世界
饅

初
の
も
ので
あ
る
。

大
学
に
お
け
る学
閥
研
究の
自
由を

確
擬
す
る
た
めに
は
一つの
隣

が

饗

で
あ
るり
政
治
晒党
倣
に
審
き

こ
ま
れ
な
いζ
と
が頻

だ
と
いう

こ
キで
あ
る。
政
泊
飽覚
舐
の外
に

あ
る
か
らこ
そ
掌
聞
研究
に
つ
いて

自
由
が
興
えら
れ
る
ので
あ
るo
合

法
的
畝
党に
所
属
す
るγ」とは
旧慰静仏

上
当
然
に認
酌
り
れて
い
る
瘤
利で

あ
る
が
、実
隊
の
政治
的
活
動
に
た

ず
置
わ
る
こと
は
指
缶ぜ
b
れ
る

政治
的
活
勤
r関
連
して
塾

間
題に

つ
い
て
の
ぺ
る。
今
日
、
日
本
では

「金
圓
製
和か
、
照
独譜
相
か
」
と
い

う
形で
問
題が
握
出
され
て
い
る
よう

で
ある
が
、
日本
とじ
て
需

謹
和が

盟
衷し
い
こ
とは
当
然ぐ
、
日
本
人の

中
に全
面
贈和
よ
り
照独
謎
和
が
昭ま

し
いと
い
う人
が
あ
れば
てれ
は
璽
岬

能
力に
欠
階が
あ
る
と
いわ
れ
て
も佳

方
がな
い
。
いわ
ゆ
る躍
独
講
和
をず

れは
購
和
がで
葺
な
い
國
との
間
r
は

な
ゐ職
畢
賦
顧を
描腰
聯す
るこ
と
に
な

る
。日
本
と
して
は
極
めて
困
難
な
地

位
にお
か
れ
るこ
と
に
な
る。
結
説
を

い
えぱ
國
際
蓮合
に
は
加
スで
き
な
い

し
、
隣の
岡
大殴
と
正
式
の賛
易
は
行

な
わ
れ
な
いし
、
米
ン
の
「冷
い
職

一畢
」
の碕
厳
酵お
び
や
か
され
、
ま
さ

駿
毒
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§
=噌脚≡
毒

F鴨§
一一§
言
一≡
「三
=
…
…

■≡
§

…
富
櫛養

釜
=
毒

窪
≡
≡

一一一一=髄署
ぎ

…
一≡

一§

窪
§
呂喜

…
3
≡
一一謹
葦
葦

申一ロ嘲=竃
≡
=≡
≡
昌
三
菱

;;
≡
一旛…

≡

萎
竃
…
一≡
=岬≡

≡

≡

三
「≡

一一;=一葦

≡

=≡
=
}=
=…
罵
=一≡
一…
一一=
養

…
5
三
;…

=ニ…

三

思
想
も
急
進
的
に
な
る

学
生
生
活
の
窮
乏
化

新
制
京
大
の
実
態
胸
査
に
み
る

京
大
出吊
田分
校
(新
制
大
)
自治
会
では
掌
生臨
席
融の
最
も多
い去
る
「.月
の
綴

期
に錘

を
施行
、
そ
の
後他
地
方
、全
國
革
均と
の
綿
密
な
比鮫
の
上に
顔
計
を行
つて
き
た
がこ
の
翻
そ
の嬬
巣

を
発表
し
た
、
これ
に
よ
つて
学
生
々
活の
極
度
の窮
乏
化
と
それ
に
俘
ろ愚
想
的
劣
鏡化
が
明
らか
に
さ

れた
が
、
こ
の調
査
は
新制
大
掌
生の
酌
六
割
を占
める
八
八
五名
の
回牧
を
み
て
い
る点
か
ら今
後
の
学

生
禰導
、
学
圭
運動
に
罠
翼な
資
料
を提
供
ず
る
もの
と
し
て注
目
を
浴び
て
い
る

漢
ず生
計
費
に
つい
て
み
ると
八
八
五

名甲
六
四
●
一二%
(丑
六九
名
)
を
占

め
る自
宅
外通
壁看
の九
=
●八
%が

保護
看
の
送金
に
よ
つ
て生
活
し
て
お

り
(内
全
酬保
欝
萄
依存
四
七
・六
%

)愈
外
な
島牽
を
み
せて
い
る
が、
卒

均
牧
入
四
三〇
〇
円
(咋
年
六
月
文部

省
の
醐
査
によ
る
全
國
李均
四
八
二六

円
)
で
、
三千
円
以
下
の看
が
五十
六

名
も
い
る
蒼
か
ら
みて
ζ
の
高度
の

家
庭
依
惇
拳が
決
して
蹴
匿
か
らの
迭

金
が
巴
竃な
こ
と
に
よ
るた
め
では
な

いζ
とを
示
し
て
い
る

右
の
よ
う
な生
活
上
の鞘
月
は
思想
面

で
は
政
治的
圏
心
の朗
豪
り
と尖
鋭
化

と
な
っ
てあ
ら
わ
れ㌔
昨
年
七月
新
制

璽
大
生
に
つい
て
行わ
れ
た
調憂
で
h

丑
露
を占
めた
麦
持繭
覚
な
し
が本
調

査
で
は
一四
●
輔餌、
共
匝
党
支持
が

同
じ
ζ
六
●0
%
から
一七
・
=%
と

饗
し
い
変動
を
み
せて
い
る
、学
生
蓮

勘
に
つ
いて
も
学
内政
治
活
動
を句
と

す
る
も
の五
一%
と掌
数
を超
え
、
溝

塑
昭敦
舞

週
示齪

対
は

そ
れ
ぞ
れ
八

【
・
五
%
、
六

一一
・
四
%

に
達
し
て
い
る

求
職
学
生
激
増

ア
ル
バノ
ト
を
希望
す
る
番
か自
宅
外

通堂
生
金
体
の九
四
・七
%
を占
め
、

就職
攣
が
昨
無六
月
東大
生協
組
醐査

(旧
制
京
大
生対
象
)
の
五
二
●六
%

に比
し
7
四
●
一%
と
綴
し
て
おり

学
粟継
続
困難
を
購
え
るも
の
はや
」

困
餅
六
三
〇三
%
、極
めて
困難
二〇

・四
%
で
合計
八
三
・七
%
に
蓬
しそ

の中
経
済
上
の理
由
に
よ
ると
す
るも

のが
九
「●汽
%
と
大部
分
を
占
めて

いる

さ
ん
で
キ
リス
ト
数
色嚴
か
な
中
に、

阿
潮
行
戚師
、
濤
水
茂
入郎
・坂
田督

一
●末
川
騨
・勿
仁
宥郎
譜
氏
の
醗演

が
行
わ
れ
、映
幽
会
。喬
樂
会
、学
生

李
和
大
会
暮
で
多彩
な
行
卑
の構
を

閉
じ
る
こと
に
な
つて
い
る
、
本大
会
一

裂

學
万
円
と
いわ
れ
、
諄
謹

「

同
志
肚
学友
会
●繭
組
・肝
数謬
な
ど
一

で
ある
が
思
想
の
耐立
を
酸
えた
李
和

へ
の叫
び
と
し
て注
昌
さ
れ
てい
る

儒
居
問題
が
ト
ッ
プ

へ

蓬

襯稀
談
部
の窪
而

大

漿
大
法観
相
歌
部も
開
綾
以來

駁

四隼
、
相
鞭
臨
藁は
礫
刻な
庄

宅
間
題
を反
映
し
て
か家
の
問
題が
中

心
を
占
め
(庄
居
ゾ
関ず
る
廣
件昭
21

=
九
・
五%
、
昭
勿
二八
・七
%、
昭

23
四
}〇六
%
、昭
24三
五
ヱ
一%
)

と
と
も
に賭
禰
晒
な家
の
問
題
日本
酎

麹
制
の
支
枝
で
あ
つ
た
凝
族
制
匿
、
家

歯融
刷
匿
の
廃
比
は
財
濠
的
に
彫
響
多
い

椚
研
閻
題
の
多
数
を
囲
娠
し
た

(
相
続

毒

昭
飢
四
●
石
%
、
昭
22

ご

一●

一

%
、
昭
23
六

・
幽
%
、
昭
24
七
・

「

%
)
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
男
荻
閣
頒
に
よ
る

殴
渠

件
偽
多
く

(
昭
別
七

●
六
%
、

昭
22
十

一
・四
%
、
昭

mω
十

「
.
二

%
、
昭
24
八
〇
「
%
)

に
噴火
山
上
の
思
いを
し
な
けれ
は
な

}ら
な
い。

し
かし
な
が
ら
全面
謹
和
には
困
難

が
あ
る。
私
が考
え
る
に翌

の
間

臨
謹
は
全
圖霜

螢
独
譜霜
か

の方
式
で
は
な宝

纏
占顧
駄
態
の

継
娩
か、
餓
独
醗
和か
の
形
武で
な

け
れ
はな
ら
な
い
9

私
は
全
四朧
和
で
なけ
れ
ば
な
らな
い

と
考
え
る。
そ
う
で
なけ
れ
ば
日本
の

登
至
は
～う
て
い
昭
めな
い
と
思
つ。

金
面
謹
和
を絹
壇
ず
るも
の
は懸

自

阻
し
て
全面
醒
和
の
チヤ
ン
ス
を捉
え

るこ
と
に騨
力
コ
べ
きで
あ
⇔
。暗
暫

奎
鯉
腿和の
チ
ヤ
ン
ス
は必
ず
坐
⇔。

諸
君
が
世
翻の
喚
趨
に從
う
こ
と
はよ

ろ
し
い
。し
かし
何
ら
かの
た
め
kす

る政
治的
轟
凶に
ま
9こ
渓
れ
て大
掌

共
同
体
の参
加
者
の
守
る
ぺき
一棟
を

超
る
と
ここ
鞭

が起
φ。
Ω
曾
)

京都府医大

全
員
復

学
成

る
か

木
村
藪
教
授
公
判
に
立
つ

東
都
哨立
臥
大
の
学生
披
学

問
題
は、
表
ケ
月
を経
過
し

た
現
任、
な
お
未解
決
の
ま

」
紛
測
蒜
け
て
いる
が
、

処
分
撒圏
の
提
㌫に
よ
る
公

習
塗

第
に
大
等
醸
明に
不
利

に
なり
、
こ
の
た
め大
掌
側
が何
ら
か

の
蕪

匿
に出
て
、
禽
醐の
復
学

も
近
く謝
め
ら
れ
るの
で
は
ない
か
、

と
の観
渕
が
醒
くな
つ
た

と
く
に、
三
月
二十
二日
行
われ
た
京

都
轟
で
の
公
判で
、
処
分
掌生
の
一

人
木
村篶
の
父
碧、
京
犬
医
政授
、
木

村
矯

士
が
証
人
と
し
て
出
廷
、
処
分

を
決
竃
し
た
府
医
大
教
授
会
の
詞
名
投

興
方
式
を
、
京
大
に
お
け
る
無
配
名
投

;
9;
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圃rM曲㎞岡・M.伽・即帽"漁噸脚・輪"伽

灘鵬
訊

腰
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蜘

ー

 湘

西京大学 の僧

鯉灘
糠

務
讐
面
罵
蔀
に
も
,護
箋

、

漆渠
脚
熟
長
に対
丁
る
不随
は
か
な
り

大
裏

つ
て聚
た
と
いわ
れ
て
い
る

立
命
大
法
学
部
長
に

浅
井
撞
慣教
授
就
任

立
命
㎎
大掌
法
掌
部で
は
、
現
掌部
長

西
村
慣
雄敦
授
の
任期
満
了
に俘
い、

法
学
部
教授
、
騨
門部
法
政
部長
法
醇

渡
井
溜
鱈
伐が
互
選
によ
り
就任
し
た

な
お
、浅
井
比
の
後臣
に
は
、薦
田
久

燭
敦
捜
が決
定
し
てい
る

都T・E・C
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母
壱
一

表
る
そ月
十
七
日よ
り
.二目

騒

か
れ
た第
一回
蒐都
・ト
ー

キ
i英
膿教
室
(K
●T
・

醸
・
C)
は
、
映画
を
鑑
貰

し
な
がら
生
冒
た英
副
を
掌

ぶと
い
う
英
薯
得
に
叢
初
の画
鯛
的

方
伝
とし
て
多
くの
関
心
を第
めた
か

巫
⇔四
月

十
七日
か
ら
四日
間
、
そ

の
第
7圓
が
左甜
によ
り
開
陣さ
れ
る

こ
とに
な
つ
た
、と
く
に
ごん
ど
は
東

大
ル経
第
四
教
室
を使
用
会
疑
も前
回

の
年蹴
白
円
と
決定

・;3
霜一
島=

昭
和
+
九
年

に
鑑

門

蟻
校
に揖
格

そ
して
酒隼

後
に
は大
掌

へと
め
衷ぐ

る
し
い
「藷

塵

を遂
け

た
髭
蔀
に

お
い
ても
、

ま
些
寸
類

の
な
い
交
家
政
学
都
の
名
称
を
も
つ

女
罎
の
後
身
も
、
現
在
当
面
し
て
い

る
リ
ペ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
と
つ
て
と
く

に
必
要
な
幽
礎
科
掌
の
護
輔
と
赦
投

陣
に
艦
憂

が
藻

い
こ

と
は

変
り
な

い
、
初
軍
腫
の
予
算
が
申
請
遡
り
に

「
い
た
ビ
け
た
」
澱
で
は
よ
か
つ
た

が
、
今
律
に
な
る
と
た
ち
ま
ち
孚
滅

さ
れ
て
し
ま
い
、
学
棲
当
局
の
夢
懲

一ε=
畠一一〇一一■●3
9
■噂
.竃■■

『
平
和
投
集
』
を
開
始

京
大
全
塵
醐和
爆
萎
員
会
では
十
八

目
、
執行
委
蘭
会
の決
定
に
より
、
r

喜
占
ス
婆

重

へ

会
で
決
る

=
3
一一一一

噌一辱噌■噸一噛

・-一璽冒甲層ご

;■一

ず

る
「
鉄
肋
五
階
建
の
学
山
」
な
所

せ
ん
脅
い
漏
に
し
か
す
ぎ
な
い

府
蛋

の

「深

鰹
の
令
嬢
を
論
威
す

あ
が
本
校
の
目
的
で
あ
る
」
と
い
う

偲
統
だ
け
は
思
喫
に
受
け
継
い
だ
文

家政
学
那
で
は、

鑛
面
糞

が
塊亀
ど
掌
校
の

鎧
奪
達
を
キ
要

圧務
と
す
る
ク
ラ

ス代
表
を
「午
さ

ん
を
共
に
す
る

会
」に
招
待
ず
る

そし
て
和
氣
あ
い

く
た
る
全
人
絡

神
に

卒
和

を

所
る

五
月に
巌
大
な準
和
大会
を

剛

各
掘で
あ
い
つ
いで
李
和瀦
護

の
叫び
が
趨
つて
い
る
環
同

恵
献
で
も隈
る
君
月十
三
・十
四
,十

五
の
三
日間
游
纈
、乱
鋒
、
講数
をは

四
月
ヤ十
七
、
八日
舞

六時
よ
り
毎

日
新聞
墓

ス局で
テ
キ
ス
トの
講
曽

=
十
九日
午
後
r時
よ
り
映
画に
よ
る

灘
凶
二十
目
午
岡
九時
よ
り
自
由緩
環

と
も
に東
大
法
鰹
恥四
教
箏
、入
会
金

古
円
会
費薗
円
(英
憲
日
灘
腐
は

の

八
十
円
)
謹
舗
に
は
ヒ
パ

ー
ト
、
グ
ラ

一

ン
ト
、
函
療聖

、
恵

子
(同融

砥
)
漕
水光
霧

英
憲
}

日
部
鹸
箏
が予
署

れて
い
る
、な
お

旬
旦
簾

卿島
6同
大
新
聞
局
お

嚢

大難

で
目
衷

受
何」

一

裂
掴

護

京
大
琵

謬

一

議
会
で
は隔
ζ
の
劇
立
(四
月
ぬ
日
)

ぜ

を記
念
ず
ると
と
も
に期
入
生
り
歓
迎

をか
ね
て
、來
る
四
月
十̀
壱
日
午
饅

責時
よ
り
大ホ
ー
ル
に
お
いて
縄
原
男

のピ
ア
ノ
●
リサ
イ
タ
ル
禽
ず

■
臓
の懸
し
み

四
鴨
十
七
、

八、
九
午
鑑里
ハ時
よ
り
労働
籠
、
罷

■=

=一コ
●一§
3

二唱,し一;
唖「
=
一7.畠申ち
=「

,戸
二

と
あ
る
ク
ラ
ス
委
蝋
は
い
う
、
だ
か

ら

」
そ
、
杜
会
臆
醐
に
昂
る
某
旧
制

高
校
か
ら
策
た
あ
る
学
β
ぶ
こ
＼
に

よ
う
やく
質
庄
の
地を
逆

こ

の李
和
郷
を腰
萸
し
だ
⊂し
て
も
何

的
な摂
触
に
よ
つて
ず
べ
て
のわ
だ

か
まり
が
氷
解
す
る、
「こ
、で
は

責
蛋
な撰
藁
時
間
を
つぶ
し
て紳
士

淑
女
にあ
る
ま
じ
冒習
動
か
栖行
す

る
よ
うな
掌
生
舗
会は
要
ら
な
い」

餓
蟻
唆
鎌
淫
欝

鍔
羅
軽

小

六

法
醐
熊

醗

舷
艦
相
一
十
り
一中
一
矯
U
.
臼
吊現
存
[の
宙
聯偲蕎
仏
令
六
十
件

智

麺

文淵・
ダ禽

龍

翻
麹

礁
矯
鱗
.殴鍛
蝶
顯
麗

斐
隷
鍵
購
鱒
髄

難

有
法
令
年
報
ω
鞠署
鐸
聯
話
躍

昨
隼
匂月
よ
り
本
隼
一月
ま
で
の新
法
官
「覧八
牧藻

新
法令
の焚
q解
説、
第
残
團
臼新
広
魯
響認
駈幽
}

開
、
驕
叱法
令
η
ス
ト等
を
附酸
り

留
轟

「新
旧
去
社
法
の
対
照
と
蟹
些

A
5

一〇
八
頁

ロ=
=
8
■…
33脚写
叩3
一●
画;
.膚含
`
;一一=
3=
」コ

一.
鋸ロ:
..弓
■.昌.昌
=.

茜

臼
か
ら
瘤

、
霜
鑑

騒

す
るた
め
に
「フア
・
シ
ズ
ムの
申
し

姶
す
る
こと
に
な
つ
た、
華
和
投
蝦の

晶ご
で
あ
る
「顧
握
團
の邦
倒
」
に
全

内
谷
は大
奨
左
の
よう
な
も
の
てあ
る
一学
糺
の結
塊
を
促し
た
も
ので
あ
↓

一、
ボツ
叔
ム
寛鷺
に
も
とず
く
全
　これ
に
対
し
顧嬢
團
幽
」は
「ぺ
つ
に

　

向
磯
相か
、
特
穿國
と
の
蹄独
識
和

痛く
も
か
ゆ
く
も
な
い
し問
題
rし

か
、
[、
糧

紹
は
暴

の蔑

で
い
な
い
・わ
れ
ー

矯
を
も
',て

地
化
、箪
串
灘
地
化
をも
た
らす
か

否か
、
}、
イー
ル
ズ冑
明
は
学
間

楓
想の
自
由
を
やぶ
る
か
否か

応
援
団
打
倒
の
狼
火

旅艘
明
け
に
間虜
紛
糾
か

酢
纂
、
錘

壌
翻

盟

駄

饗力
出
件
が
汀目
♂
れ
て
虹

る
か、
雛
大て
は
、
凱
る飼
月
十
七
日
　

の体
暇
明
け
に↓
堂
園
着蝕
む
陥
援圓
『

職
研
究会
、
陽
生部
、
巽
験
劇場
、
肚

会
科
学研
究
会
の
七研
蜀
團
捧
は
「過

宏
の隙
援
團
の
闘多
の
璽
腫
」に
か
ん

が
み
「堂
園
の
李和
と
自
由
を獲
勘
」

　「母
し
と
な
ず

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る

　一し
、
愛
力
的
な
こ
と
を
や
つ
た
覚
え
は

一
つ
も
な
い
」
と
朗
つ
て
お
り
、
柑
当

鴛

ず
る
もの
と
見
られ
る

〃

職
孚
絶
対
反
対
"

科
裳
皐
和
問
題
懇
談
会
生
る

欝
雛
塗

鵠
難
「鷲
鞍

購
融麟

.

蓬

と
に箋

～

ー

四
明
製旨

贋
.ψ
力料
掌
の
発
選

は
人
類
の偉
人
バ6
進
歩
の司
能
網
巻

示ず
も
の
.」あ
6
、
し
かし
こ
れ
が
最

韓

獣鞭

雛

麹
萎

蕎

ハ+蔵が隻

者
は、
歪
國民
の
耶
和
を守
①た
め
に
つた
が、
八
十
為歳
あ
る
いは
パ十
二

雛
纏
黙
罫
饗
額
韓
曙
藷
雛
滋

供
、騒

鶴
の
畠
の鋼
膜
飛
制
化
の蟹
が
騎
規
淫
蓄
惑

☆
こ
、で
も
政
冶活
動
礫
止
☆

大

さ
8の
甲
果大
掌
に
おけ
る
政

単
治
活
醐
禁
出
rひ
3
つじ
営
十

一日
の
r看
協
議
会の
庸
上
、学
榎
当

局
か
ら
「学
聾
目冶
会
の
政
附活
物
を

を
封
倒
せ
よ
」
の
ゼ
ソ
ル
.氏
ざ
、
問
晒

.
禁
し
、
自
治
会
を
学
校
側
の
鱈
轄
千
に

議

物
理
掌
ハ飛
期
買
掌会
の
卒
和

会

園
明
な
ζ-
職
畢
の値
機
に
抗

術

じ
デ
態
激に
墾

ヨ
翁
学
番

由孚

の
奉
魏
澱
の
黙
激
に
隙
え

で
、日
本
掌
伽会
議
内
に、
さ
き
の
李

和間
閣
釈
舗
会宙
明
を基
醐
に
、
あ
ら

た
に
「科
掌
再年
和
問
蜀
㎎談
会
」
が

醗
痔汽
た

発
起
人は
、
摯
的
負
画腐
"横
出
隆
、

井
上
鯛丸
、
伏
見瞬
治
、
宮
川実
、
新

村
猛
、坂
田
昌
}、未
川
醗
、
武谷
三

男
、
上
原轟

の請
氏で
廓
「園の
藁

会
は
四月
十
力
日、
粟
東
上
野
の掌
備

会
繭
罐霊
に
、
百
「十
名
の
出
席
を禍

て
行わ
れ
、
射
議
の後
、
大
饗
左
の如

茎
明
文を
遷

内
外
の
掌
会
にア

遊
鼠
需
お
こ
し
ご
い
る

h9
な
わ
ち
、
駅
大
宗
数
々
白
剖
、
ボ
ー

　

ト
部
、
パ
イ
オ

一一ヤ
隅
聖
部
、
兎
方
露

お
く
」と
齢
誤
長会
繭
の
決議
が
発
表

さ
れ
、革
和
蓮勧
杏政
治
活勘
ピじ
ζ

禁
止
する
同
明
らか
に
署
れた

教
授
の
停
年
延
長
の
動
き

ま
ロぎ
ロヌきコ
ニロきま
ニロまコ
ヨコま
ヨコ
コま

ヌ

学

園

評

論

畠一緩雌零
8一虚
蓼
冨轟鴇
38霧
2騨纏置
噂一盆厘
奮2

今

日

の
恐
怖

◇か
な
し
い慶
史
よ
'◇

想
し
い霞
國
の
魁た
ち
よ
'

ず
さ
再
しい
夜
の壽
笛
の
甲
に

着
蓮
は哀
た
銃
剣
をと
り

窟
ざ
か
る俺
蓮
を呼
ん
で
い
6の
だ
b

う
か
9

あ
る
看は
脳
繭
を
射ち
割
られ

あ
る
者
は胸
鄙
を
射ち
扱
かれ
て

よ
ろ
め
き叫
ぶ
君理
の
岡
は

ど
ろ
ど
ろと
傷
胸
を
打
ち

ひ
た
びた
と
盆
た
いも
の
を額
に
癒わ

せ
る
り

黒
い
夜
の貨
物
船上
4

か
な
し
い壁
寅
は
が
から
隆
るo

…
§
(きげ
わ
だ
つみ
の
こ
え
)

畿
百
万
の生
旙が
叫ぶ
留
、
そ
れも
還

く
喧
λて、
闘
け
た
サれ
た
町
に々
ネ

オ
ン
●
サ
イン
が
点る
頃
ノ
もな
る
と

側
時
し
か
ひ.亡ん
で
い轟

園が
頭
を

も
た
け
てく
ゐ
。

◇
醐
めや
b
ぬ迷
蛋
の
夢◇

第
}次
大職
優
、
帯國
+幽
曲國
が
ア

ウ
タ
ル
キー
と
プ
ロ
ノゴ
ズ
ム
冴確
立

し
、
慢
略の
牙
を
隠
いで
い
る
くき
、

一人
の
自由
半
費
鴇は
こ
う
肩え
て
い

た
峨
・…
帽
國
rその
國
稗中義
"の

甲
で
、私
は
晶
人ぽ
つち
Lあ
つた
。

…
言∴
九
一四
年
に、
同
胞相
喰
ひ
願

零
(扇
「次
大
職
)の
襲
に
あ
つた
す

べて
の
もの
、仮
面
そ私
か
引む
いた

時
は
「
人
ぽ
っ
ち

」
あ
つ
た
。
ま
た
醗

和
嫌
約
の
勲

、
盗
戯
と
も
の
ゴ
マ
カ

シ
挙
和
の
後
は
、
爾

-
制
㌔
全
に

[人

ぼ
つ
ち
＼
あ
つ
左
。

(
ロ
マ
ン
●
ロ
ー

ラ
ン
)

…
・鞠

次
大
職
隆
ト
イ
ツ
、

ス
ソ
タ
ト
ザ
ル

ト
の
あ
る
臥
酋

は
い

う
闘
ド
イ
ソ
は
ヒ
ト

ンー
の
も

己
で
、

必
ず
し
も
η窪

で
は
な
か
つ
た
、
。…
:

党
は
わ
れ
く

の
た
め
に
多
く
の
こ
と

を
し
て
く
れ
㌃

ド
イ
ソ
か
ふ
た
」
ぴ

政
府
を
も
コ
と
す
れ
ぱ
、
そ
う
い
う
よ

う
な
政
麟
で
な
け
わ
ば
な

、.な
い
。
」

ー
:

ロ
マ
ン
●
ロ
ー
ラ
ン
の
憂
い
ま
こ

の
医
貞
よ
リ
代
喪
ざ
れ

の
迷
萎

酷鯖
國

マ
軌
讃
爽
の
夢
.帳
あ
ゐ
。

◇
鬼

亥

あ

の
日
◇

國
民
の
浄
嵐
溶
代
氏
す
る
政
府
壕

貴覧串

廓
入
を舘
肯
に
士歌
し
、
國
民
の最
大

関
心恥
6
あ
る
講和
隅
題
に
は註
会
で

は
づ
きり
答
升
せず
、
蛋

彊
捷
供

を
唱7メ、
行
糺す
る

人
皿琳
蟹聾
解
雄

の
た轄
は
ゆ
民の
朝
の
し
'5渉
り
を
破

り
、あ
の
『
の勝
も耐
現
ず
る、
職
舘

交
学の
皿
脚
い感
激
的
煽り
瓢
.vペ
リ

ヤ凋

將
庫
の
「脚
願
の
岸
寄
圃民

に
」⑩わ
び
ず
る。」(四
●十
七
夕
刊蝿

日)
と
の
ジ
ャー
↓
U
ズ
ムの
皐
く上

義的
、
反
氏斗
的
報
遭
あ
い
ま
つて

國
民
を
不寝
に
邊
い
や
0、
か
く
され

た獣
性
を駆
り立

O
もの
、な
いと

コ

誰
が
断
冒
てぎ
る
た
つう
か
。

◇
時ま
さ
に
い
たる
◇

83
そ
の大
日
本
の濁
朗
を
つ
いて
幌

縮
は
.
斉
に
十
?
着
切
リ

ド
ス
斎
の
み
、
網
却
徴

絢
を
占
く
み
、

撒
曳
寄
叢
Σ
え

コ
ー
ド
ツ
ァ
ン
や
・・
ソ
ド
の
猷
角
の
靴

の
壇
團
駄
ひ

'
か
ご
ほ
ほ
・、
む

大
畑
球
着
N
り
渡
り
や
り
と
り
の
密
凝

を
。
3
・
(潮
翫

一九
四
九
、

」0
月
号

鳥
田
新
、
人
風
罎
よ
め
)

愚
鈍
は

で
こ
プ
け
こ
あ

、
の
e

は
な

い
。
「
月

十
四
日
喚
人
こ
は
占
領
政

第

鈷
反
、
政
跨
胸

臼
ヒ
ず
ぎ
遊
遡
由
に

李
和
投
単
が
禁
止
ぜ

っ
丸
㌧
も

人
掴
の

憾
久
恥
相
も
、
ぐ
の
突
現
ビ
対
d
ノ⊃
希

望
も
掌
囚
嫉
序
⊂
い
う
齢
然
左
る
塩
実

の
両
ヒ
は

再

の
匹
文
に
し
か
過
き
な

い
の
カ

つ
う
。
芳
本
朗

ハ穐
か
処
マ
化

し
去
つた
こ
の
國の
大
学
ぐは
ー

し

か
し
お膝
も
と
の輿
大
ぐ
は
「唐
け
わ

だ
つみ
の
こ
え
」記
、ノ会
身中
心
に
ゲ

る
「大
牛
相
越動
の
恥動
が
あ
り
、
汽

粒子
婁

、掬
質
掌査
り函
明
は、

腐
敗
を
鱒
ん
ら
れ
る
学
会
に
も
決
力
農

識
あ
る
人
々
の
残
,
て
い
る
こ
と
葎
示

し
て
ー
、れ
る
u
孕
相
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前衛雛

に
つ
い
て
…
…
…
春
日
庄
次
郎

党

,

,

,
,
、

,

、

,
,
,
、
、
く

右

井

薯

即

状

山
崎
脅
成

.
本
大
衆
の
統
一
に
よ
る
地
万
権
力
と
の
た
た
か
い
増
山太
助

.
日
全
撰
挙
民
に
た
い
す
る
轍

ソ
同簸
畿
会

誌
獣
駆
糟情
報
局
の
決
議
の
意
味
す
る
も
の

関
タ
・
レ
タリ
7
トの
議
の霧
-

モ
ー
リ
ス
・
ト
レ
ー
ズ

機
民
族
独
立
の
た
め
の
農
榮
革
命

伊

藤

律

央
ノ
ル
ウ
エ
ー
共
薦
党
の
内
情
に
つ
い
て

中
労
働
戦
線
の
統

一

薙
雛
騒

船
舗
の現
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費
國
者
の
復
活

最
苗
と
愛
国
の
塗

河

近
代市
民菟
命
は
、
第
三階
緻
の革

命
で
あつ
た
と琶
わ
れ
る
。そ
の
意
味

は
封
鉗的
な
特権
幽
級
に
たい
ず
る
ブ

ル
ジ
ロア
階
級
の勝
利
に
よ
つて
特色

づ
け
られ
る
階
敵的
な
変革
で
あ
る
と

い
う
こと
で
ある
。
こ
の
こと
に
っ

ノいで
わた
し
は
異
舗を
と
なえ
よ
う
と

は
思
わな
い
η
しか
し
、
だか
ら
と
い

つ
て
、
プル
ジ
冒ア
菟
命
が
同時
に
人

民
の
愛國
舶
な
渾動
と
し
て圃
わ
れ
た

こ
と
、
旧敢
勢
力
や外
國
箪隊
の
干
渉

に
た
いし
て
人
民が
み
ず
か
ら開
國
を

守
る
た
めに
立
ち上
つ
た
こと
が
策
命

の
蓬
成
と不
可
分
に結
び
つ
いて
い
た

こ
と
を
無醐
す
る
こと
は
出坐
な
い
と

わ
た
し
は考
え
る
。そ
う
で
なけ
勲
ば

市
ド
董
命が
発
殖し
た
あ
の
戸大
な
エ

ネル
ギ
ー
を正
し
く許
観
す
るこ
と
は

出
巫
な
いか
ら
で
ある
。

だ
か
ら
、近
代
民キ
キ
黄
を
うち
立

て
た
思
想と
実
践
は、
ブ
ル
ジ
習ア
的

な
合
理
中義
、
あ
るい
は
自
然法
思
想

で
副
り
切
るこ
と
が出
坐
る
も
ので
は

な
ー・し
て
、そ
れ
にブ
ラ
ス
伺脅
か
で

あ
つた
。そ
の
な
かで
る
國
氏的
自
由

に対
す
る要
求
が
電要
な
壇
目
の
一つ

で
あ
っ
たこ
と
は
、否
定
ず
るこ
と
が

出
廉
な
い。

オ
ラ
ン
ダお
よ
びア
メ
リ
カ
にお
け

る市
民
藁
命が
独
立融
畢
と
い
う
かた

ちで
譲

され
た
こと
は
、
そ
の顯
著

な表
わ
れ
eあ
る
が
、イ
ギ
リ
スに
お

いて
も
チ
ャー
ル
ズ
・ス
テ
ユ
アー
ト

の処
刑
は
、ス
コット
ラ
ン
ド
単
やノ

ラ
ンス
取
を導
入
して
、
革
命軍
を匡

し潰
そ
う
とし
た
國
王の
陰
謀
が原
因

にな
つ
て
いる
し
、
フラ
ン
ス
革命
の

場
合
は
曳
配階
級
の顧
國
鮒
性
格は
一

膳
め胃
ら
かで
あ
つた
。
國
王
およ
び

亡命
貴
族
は、
オ
ー
スト
リ
ヤ
、プ
ロ

シヤ
と
通
謀し
、
これ
ら
の
外
國取
隊

を侵
入
さ
せ
るこ
と
によ
っ
て
、戴
命

を圧
殺
し
よう
と
試
みた
。
し
かし
フ

ラ
ンス
の
革
命飽
市
民
は、
王
政
を廃

止し
、
王
を処
刑
ず
るこ
と
に
よ
つて

革命
を
守
り、
王
の胆
隊に
よ
つて
じ

はな
く
、
自
ら蘂

して
職
う
こと
に

よ
つて
の
み
祀國
を
守り
得
る
こと
を

知
つて
い
た。
つ
漢
り革
命
を
滝成
ず

る
こと
が
祀國
を守
るこ
と
ぐ
あり
、

に
つ
い
τ

野

健

二

反
対
に革
命
を
潰そ
う
とず
るこ
と
Σ

閥
國
の独
立
を
盟
り渡
す
こと
、が
同

一で
あ
るこ
と
を
知
って
い
た。
革
命

への
魑惰
と
愛
國
の騨

と
が、
比
類

な
く
結び
つ
い
て
、
フラ
ン
ス革
命
と

い
う歴
史
的
な
大
事業
が
はじ
めて
威

し
と
げ
られ
た
と
言
つて
よ
い.

「革
命
」と
「愛
國
」と
い
う
二つ
の

モ
メ
ン
トが
結
び
つ
い蔽

しと
げ
ら
噂

れ
た
市民
革
命
は
、
ブ
ルジ
ョア
ジ
ー

が
権
力
を
學握
す
る近
代
國
尿
を作
り

騨
燕鰻
購
璽

な
る
と
、
ブ
ルジ
8
ア的
に
変
形さ
れ

一方
で
は市
場
を
世
界
に拡
大
せん
と
・

ず
る
ブ
ル
ジ
ョア
飽
な國
隙キ
義
と、

他
方
で
は後
搾
國
に
おけ
る
ブ
ル
ジ
刃

ア
的
民
族
モ義
と
を
生
んた
、
し
かし

資
本
キ
蔓
國
の対
立
か鏡
く
な
り
、國

内
の
階
級
闘畢
が
激
し
くな
る
く
つれ

て
、
プ
ル
ジ
均ア
目
族
キ笈
は
、
國内

およ
び
れ
ロ
のス
に
なび
ぜず
る
た
め
ロ

鰯
碧
嬢
舞
籍
塁

た。こ
れ
に
対し
て
、
労働
階級
の運
動

は別
の
方
向に
進
ん
た。
十
九
世
紀の

労
働
遮
動
を特
徴
づ
け
るも
の
は、
そ

の署
し
い
國際
串
嚢
であ
ろ
う
峨労
働

　
　
をも
た
な
い
ヒあ
るい
は
ニカ

鱒
灘
撚

た。
し
た
が
つて
、
こ
の時
期
の労
働

渾
勤
は
、
プ
ルジ
癬
ア的
民
族
圭
義が

彊化
さ
れ
Σば
ざ
れ
る
ほど
、
か
え
つ

て
イ
ン
タ
ーナ
シ
日
ナ
リズ
ム
を強
化

し恥てこ
れ
に対
抗
ず
る
とい
う
形
をと

つた
と
考
え
られ
る
。

し
か
し
、
　十
世
紀
とく
に
ロ
シア

革命
後
の
世鼻
に
お
い
て
は、
購
態は

蓮
剛じ
て
い
るu
ブ
ル
ジ
臼ア
支
配は

多か
れ
少
かれ
諾
外
國
を服
從
ぜし
め

あ
るい
は
これ
と
起
合
す
るこ
と
なし

に
は存
醗
す
るこ
と
か
出來
な
くな
つ

て
さた
。
更弛
共
宋
圏
とい
う
の
もそ

い
う
耕外
的
・反
動
的
研族
子義
で
ず

ら
も
、形
式
的
に
は畿
つ
か
の國
家
の

逼
合
体と
いう
形
を撮
ら
ざ
るを
得
な

か
つ
た
渚こ
りに、
こ
の
時
剛の
國
家

の
特
鴇
があ
る
リ
プ
ルジ
遭
ア民
族
ま

鶴
は
、
その
対
立
ざ抗
箏
の
な
か
、ら

最
大
の
國家
に
よ
る他
り
國
家の
槌
属

と
い
う
かた
ちで
、十
九
世
帽初
頭
の

よ
う
な
プ
ルジ
冒ソ的
國
ドキ輪
を復

活
己
せ
るり

こ
れ
に対
し
て
、労
働
階敬
のほ
う

は、
階
肇

を通
じ
て
、自
己
の
力

を
弼
め
、
國家
-穐
力
に
盆
接々
近
す

る
。こ
の
こ
と
は國
脚、あ
る
いは
民
族

と
階
級
との
関
係
に新
し
い
要素
を
つ

畷

え
る。
と
く
に、
こ
れ
は反
ノ
.

一シ
ズ
ム
渾
動
、
お
よ
び
械
民
堀
、
從
属

國
に
お
け
る
独
立
鱒
動
k
お
い
て
、
明

白
に
表
わ
れ
る
り
た
と
え
は
、
フ
ラ
ン

ン
の
人
民
職
線
の
意
義
に

つ
い
て
、
モ

ー
リ
ス
・
ト
レ
ー
ズ
は

「フ
ラ
ン
ソ
ワ

一
世
と
リ
シ
リ

ュ
ー
の
健
大
な
傅
統
」

の
承
継
毒
礼
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
ラ

ブ
レ
ー
と
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
デ
ィ
ド
ロ

と
ヴ
ォ
ル
ブ
ー
ル
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
と
ユ

轟
鞭
饗
難
　醸裟

[悶
ぞ

あ
る
蔭

・
=
つの
階
塑

た
とい
そ
れ
がプ
ル
ジ
・ア
ジ
あ
國

"

國鱈
や
、民
族
り
い
か
んは
問
題
とな
「家で
あ
ろ
う
ζも
・
その
独
立
を
維
符

嘱

い
筈
であ
ろ
う
。
・レ
崇

労
τ
、
そ
の
撃
藷

諺

を
藩

ーゴ
を
慧
し
て
・
ノ
ラ
ンス
食
の
一蓬

は鷹

を
弩
た
め
の盈

£

り
國製
心
に
呼び
ρけ
、自
bフ
ラ
ンス

る
とか
とし
てh
付
D
て
よ
い閤
題
て

働
階鯉
の
立易
硫た
ちな
が
ら
、
フラ

ンス
の
國
鞭飽
利
征
を
擁謹
ぜ
ん
とし

あ
るい
は
、
いわ
ゆ
る
プ
ルジ
爾
ア文

化の
代
表
看
匙の
名
を
擾用
し
て
、民

族
圭義
や
楚國
ー訴
え
る必
要
は
なか

つた
で
あ
ろ
う。
こ
れ
は
盟に
、
ナチ

の
侵陥
に
凹
面
して
い
た
から
と
か、

ひ じをつ いて いる少 年(18〔 ▽-69)セ ザ ン ヌ

蕩

議
鴇

の側
縁
行
し
て
い
る

こ
と
、
こ
の
こ
ぐ
が

ポ
さ
れ
て
い
る
。

(
【九
五
〇
・
四

・
「
四
)

(
昊

人
交
科
研
助
整

5

さ
せる
こ
と
が自
d
の
政
儲獲
得
の前

哩
熱
譲
難
蹴
縦蝕

に
一致
ず
る
に至
つて
い
るこ
⊂、こ

の
よう
な
麻
史
の発
肢
に襲
づ
け
られ

て
い
る
こ
と
を
見
ね
け
れは
な
b
獄

い
。近

代雨
民
革
命
」お
い
て、
革
命
を

遽
行
した
人
々
の胸
に
は
、特
彪
階
級

に
対
す
る激
し
い
怒り
と
こも
に
、
國

土
へ同
胞レ
た
い
ず
る限
り
ない
凝
惰

と
が
み
な
き
つて
い
た
。「革
命
」
と

「愛
國
」と
が
矛
酒な
く
統
一さ
れ
て

いた
～
ころ
に
、
市氏
革
命
の
工素
ル

ギ
ー
の
源
呆
ひあ
っ
た。
十
几世
紀
を

へだ
て
Σ
十
世
祀
にな
つ
て
、國
除

キ
義
r嘩
族
雪挽
と
の関
僚
は
.十
七

八世
紀
!同
し
よう
な臥
態
を
ふた

たび
御
活
為る
に
い
た
つた
とむ口え

る。
そ
こ
」は
園
×
二民族
り利
血が

もは
や
女
配階
融
の
利
益
こ
.勲
し得

なく
な
り
、
國
氏醐
届
盆
亙担
う
ギ体

い
ず
る捌
圧
を贈
し
て
嬬力
を
も
つ
て
そ
れ
は宗
敬的
心境
に
お
いて
は
、
物

掠
奪し
た
物質
鮒
利
.血の謁
r
比
例
し
質
的
.昌の
遍
牙
かそ
の
防
紳
の筒
謝
ざ

て
、人
間
を人
間
と
し
ご季
導
に
あ
っ
を
永
め
るこ
に
r両
又
し
な
い
パ同
じ

繍
郷
恥鵬
韓
慧
露
堅
傭獣鍵
壁
蝦鱗

,
」
P

D

」

」

夢
」
P

D
」

P

,

P

,

伽

の
激藷

鮒
マイ
ナ
ス
と
鳳
つて
あ

ら
われ
て
い
る
ので
あ
る
。

ず
なわ
ち
來
O
べき
人
姐砒
会
か
、

お
そら
く
蜘上
のす
べ
ての
民
族
の

人
聞四
串箏
の上
r
き
つ
か
るべ
き

も
ので
あ
る
とす
れ
は
、
この
帝
國

主
義的
弱
大
民族
は
、
そ
の優
越
心

の
ゆえ
民、
將
隈
紅会
の
建設
の
た

め
の
欠絡
着
た
ら
」dる
を
え
ない
道

理
で
ある
。
も
ち
づん
資
本家
た
ち

の
甲
にも
、
時
⊂し
て
自
分
と夢
人

と
を
牛導
r
観
し
る人
か
あ
るよ
う

に
、南
國
主
喪
氏族
の
中
rも
、
ど

れ
ほ
どか
の
ヒ
ユ
ー
マニ
ス
トか
あ

る
と
して
も
、
それ
は
全
体
とし
て

の
民
族晒
慶
醜
童
識を
幽
消
に向
わ

し
め
る力
を
も
たな
い。
そ
れは
と

こ
戻
で
も
例
外
て
し
か
な
い
の
て

あ
る

=

今
日
鋤
少民
族
か
畷立
ビ自
由
を
も

と
め
て
賊
つで
い
る
の
は、
費
本
+渡

的
デ
モ
ク
ラ
シー
が
、
彊大
氏
族
のた

め
のも
の
で
ある
の
に
た
いし
て
、全

人
窺的
デ
モ
クラ
シ
ー
を
確立
せ
ん
と

ず
る断
史
の
渾動
に
歩
調
を合
わ
す
も

の
ぐあ
る
が
、
この
渾
動
を通
し
て
、

は
し
めて
人
憩
史
はよ
り
面
い段
、管に

の
ほ
るこ
と
が
,き
ゐ。
ず
なわ
ち
こ

の
瓦
た
かい
の
略利
によ
,
て、
被
獅

露
艶
腿
擁
乞髪
墾

や
、
あ
る
いは
被
抑
圧民
族
の
独
立
ζ

自
由
の
な
め
のた
た
か
いな
し
に
、傅

一道
や会
戯や嬉
迷を
と
おし
て
世
界
の

一民
族
附
卒
噺が
突
現
aれ
う
る
か
の
よ

聚す
る
錯
寛
にあ
う
ず
んは
欺
踊
でし

かな
い
。
そ
うで
な
い
とす
れ
は
ガ
ン

ジ
ーも
孫
文
も毛
次
渠
も
ボー
・チ
ー

ミ
ンも
歴
史
に
おけ
る
無用
な
る
人
騒

が
せ
もの
に
ず
ぎな
い
こ
と
にな
る
。

だ
か
歴
史
の
必
然
は
こ
れ
らの
人
々

の
功
績を
顯
錫
し、
今
日
解
放
をえ
た

民族
か、
ふた
た
ひ
被
御圧
穐に
轄
洛

しな
い
こ
と
を、第紛
閤
ピ保
証
ずる
。

そし
て
ま
た
解故
の
た
め
にた
た
か
つ

漏

霞

族
か・
よ
し
困
讐
過
馨

一
な
か
に
あ
ろ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
断
史

}
そ
の
も
の
の
要
絢
と
し
て
、
成

切
に
導

　

う
に
考
え
る
の
は
、
歴
史
的
無
智
に
由
一
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
乞
つ
げ
る
∪

一
もし
こ
の
こ
と
を
う
たが
う
と
す
れ

ば
、わ
れ
わ
れ
は歴
野
に
お
け
る
一切

の
眞
実を
否
定し
な
けれ
ば
な
ら
な

い
9民
族
の
解
放は
へー
ゲ
ル
の世
界

史
の
発展
に
か
ん
する
表
現
に
し
たか

薩

らは
、
雀

の、
算

繍

の、

あ
る
い
は牌
の
擁
理と
し
て
牢
現
∫る

一

「
圧
氏
族
鴎
人
舶
史
の
創
(
縄
に
ま
ぐ
自

「ヒ

己
を
た
か
め
る
こ
/
か
こ
き
る
の
で
あ

「

る
・
した
か
2
富

の必
響
駈

る
書
に
～
つ
て
は
、
弱
少
民
族
の
隅

41

」

人
類
史
の
創
造
者

"独
立

"
へ
進
む
弱
小
民
族

岡

本

清

一

あ
る
ア
メ
トカ
人
は
「ソビ
エッ
ト
葱

徽
博
q
轟

墾

に
おい
て
民族
飽
偏
宛
や民
族
的
塵
越
抑
圧
と
は、
イ
ギ
リ
ス人
の
心
に、
東

心
がな
い
と
いう
こ
と
か
どう
し
て
も
灘
人
に
たい
ず
る
ぬぐ
い
難
い
軽侮
の

わ
から
な
い
」と
い
つ
た
か、
今
日
の
意
議
を
うえ
つけ
てし
漢
つ
た9
ア
メ

民族
圏
漏
見
と
腰越
心
か
、民
族
的
搾
リ
カ
人
の
ニグ
ロ
にた
い
ず
る
懸勘
と

取
にも
と
つ
くも
の
で
あ
るこ
と
を
理
不
準
奪的
凪
情
は
、彼
等
の
黒人
に
た

一解す
るな
ら
ば
、そ
れ
は
いさ
さ
か
も
い
ず
る
獅圧
か
、
いか
に
涯
た
しか
つ

わ
から
な
い
こと
」は
な
い。
あ
る
一
た
か
を物
韻る
も
ので
し
か
な
い。
さ

つ
の鰹
画
せ
る民
族
に
属
して
い
る
と
ら
に
オ
ラ
ンダ
の
イ
ンド
ズ
シア
民
族

い
う
疋け
で
、弱
少
の
民
族
乞削
渦
ず
に
た
いず
る、
フ
ラ
ンス
の
イ
ンド
・

る
と
いう
意
融
は、
ず
ぐ
に"
代
民
族
シ
ナ
民
族
にた
い
ず
る慶
越
心
は、
ア

の威
立
以
副
に
おい
て
朗
芽し
て
い
る
ン
グ
ロ
・サ
ク
ソ
ン
の比
類
な
きは
げ

が
、そ
れ
が
は
つき
り
し
た
形を
と
と
し
さ
に
っぐ
も
の
をも
つて
い
ると
考

の
えて
溶
た
の
は、
責
本
干義
附
民
族
え
ら
れ
る

捲
取
が強
行
さ
れて
か
ら
のこ
と
⊂
あ

資
本
斗ヤ臨は
物少民
族
を
鈎圧
し
閣

る
。そ
し
て
こ
の搾
取
が
はげ
し
く
あ
睨
し
な
けれ
ぱ
な
ら
ない
と
い
う悲
し

れば
める
ほ
ど
、そ
の
被
稗圧
民
族
に
む
べ
濤
原
罪を
、
そ
の出
発
と
とも
に

た
いず
る
慶
越
奮蝕
は
蝦
烈
とな
る
。
も
っ
て
い
た。
そ
れ
憾弱
少
民
族
にた

東
西
文
化
の
融
合
を

史一
屡
の

田轟

墾

羽国

へ

 

}四
〇
四
軍

ー
明
の
永
樂

「軍
1
に
、

西
アジ
ア
イ
ン

ド
の群
略
を
醒

つ
て折
し
剃
宿

望
の
中國
速
仕

に
出
て
罫～
う

と
し
て
いた
チ

ー
ム
ルの
朗
廷

へ
便
し
κス
ベ

イ
ン
の
b士
の

ソ
ブ
イ
爪
は
、
チ
ム
ー
ル
吊
國
の
歯
都

魏
蕎

鶏
踊
籍
羅

サ
マルカン・に焉

國の曹
串

誓

れ
る・
季

農

釜

の
膏

の
・
の
は
譲

(カ
セ
イ
)の

原
則
の
上
に
、
成
鼓
を
"
い
う
る
の
e

あ
ゐ
。

そ
れ
ゆ
え
民
族
的
不
牛

"
と
、
そ
の

明

の
服
をも
つて
い
るが
、
フ
ラ
ンク
人

は
[つし
かも
つて
い
な
い
し
、
ムー

ア
人
に
至
つ
ては
全
く
の
盲
目ぐ
あ
[

る
」
と称
し
た
こ
とを
傳
え
て
い
る。

フ
ラ
ンク
ス
は
コ
　
ロノ
バ
　
ヘ
ム　

ア
人
は
イろ
了
ム
籔畿

民
蓄
L

齢欝
鑓

つて
し
は
しは
引
用
され
て
い
る
ビ
こ
一　

ろで
あ
る
し、
冒
b
に潮
れ
ぱ
多
ルの
皿

一異同
は
あ
る
にせ
よ
すで
に
十

世
ヂ
}

一のア
ラ
ビ
ア人
史
実
の
署湯
r
も
見
え

て
いて
必
ず
しも
そ
れ
ほど
珍
ら
し
い

も
ので
は
な
い。
に
も
拘ら
ず
栽
々
が

モ
れ
に農

震
え
る
の
髪
の
よ
う

な
峨情
が
あ
る
から
で
あ
る。
ず
な
わ

ち
古衆
圭
と
して
西
方
文化
の
彫
響
を

受
けて
発
蓮
して
禦
た
中
國の
技
伽
的

・塾
価飽
交
化
が漸
く
そ
の威
瑚
期
を

迎
え
・当
時
全
捧
とし
て
胆界
て
最
高

の
　　
　
　
に
　し
て
も
をわ
は
へ
　

需
藷

鍾

毫

して
暑

公
皿

蒙

蜀
者
で
あ
つた
は
ずの
イ
ろ
2

ー
ム敦
徒
に
よ
つて
「ア
ル
ラー
7
の

被
叛物
の
甲
で最
も
蓼
駒
・
工斜
に
秀

で
て
いる
の
は
やロ
ス
で
あ
る　
と
　

瀦
蕪
麓
鱒
鷺
璽

て
い
る
と云
う
こ
と、
こ
れで
あ
る
。

事
嚢
蚕
備
や製
枇
払
な
どの
よ
う
一

に
殆
んど
純
枠
に技
伽
飽
な交
化
に

お
いて
こ
そ
甲
國文
化
は
唐も
し
く

は
そ
れ以
前
か
らず
て
に
西方
文
化

に
大
きな
彫
轡
を
およ
ぼ
して
い
た

が
、
盛備
交
化
の領
域
に
限わ
は
唐

以
前
の中
國
交
化
は大
体
富
に受
身

欝
難
灘難

と
ロ銑
心と
を
ぬ
ぐ
い去
る
と
と
もに

な
く
、
西
方世
界
に
おけ
る
陶
熱
の

発
選
を
屡
r9こと
に
もな
2
κので

衷た
わ
れ
く
の
独
立
と自
由
の
驚極

あ
った
∪

飽
剛
能
性
を嬉
じ
なけ
れ
ば
な
らな

次
には
峡
画で
あ
る
。最
初
イ
ラ
ー

いり
こ
れ
によ
つ
て
のみ
わ
れ
く
は

ン
やイ
ンド
か
らの
野
響
下じ
あ
♪
た

將衆
ぴ厚
族
」ま
で
成
長
ずる
こ
と
か

中
國
の絵
画
が
中國
の
出
伽交
化
と
し

で
きる
(同志
縦
大
掌
法学
部
教
授)

一

て
ほ
ぼ門蔵
の
域
1/蓮
し
た
のは
や
は

　

り
唇か
ら
宋
へ
か
けて
の
時代
の
こ
⊂

の立
場
Lあつ
た
と書
つて
差
支
え
で
あ
るが
、
そ
の頃
か
ら
ずで
レ
イ
ス

な
い。
そ
れ
が今
や
}輔し
て
圭
翻
ラ
ー
ム敏
徒
に
迫眞
の
妙
技
を讃
え
り

性
を
も
ち、
西
方
交
化
に対
し
て
そ
れ
て
いた
陣
國
臨
、特
レ
院
体
の技
払

のサ
　
カ
を　
ぬ
ナ
る
よう
に
な
つ
や
　
りか
ボ
ルの
ゆイ
ス
プ
　
ムぬ
　

筋
d鉾

鍛

穰

粗業

磐

嚢

礁
噸難

欝

諾

技仏叢
入れ素

垂

隼

藝

おき

たこ
・は近

痩
し
て
久
た
叩
國
の
陶
器
が

「
ガ
ラ

一聚
漸

・明

・ん
r
さ
れ
つ
Σ
あ
る
一恥
実
で

ス
論
り
よ
う
に
内
容
が
透
け
て
見
え

一あ

⇔
。

る」
驚
な
総

を
甑
し
優

匙

ケ
の
塾
仙吊
た
る
負格
を
貝
え
る

ζ
こ
天話
は
多
少余
款に
日る
が
、

「元
姫
眼
の凝
出
の
甚た
之
し
い
甲關
に

醒
し
く
増
大し
、
嘉

に通
貨
的
機能

を発
超
し
賄
めた
「掌
の原
因
も
、私

見
によ
れ
ば
、陶
磁
器
・絵
画
な
ど
に

つ
いて
そ
の
実情
の
【斑を
蝋う
こと

の
でき
る
拉
備交
化
「般
の冒
覚
衷し

い
発
漣が
手
工禦
生
幽
の急
速
な
回
上

おい
て
農

へ
か
ら銀
の
保
塁

科
韓

婁

舞

婁

掲
の
一

傭
μれ
た
慣
値
遊
認
め
ざ
る
を
得
な
/
、な

導
醗
裟
穀
騰
聾

置
彼
ら
に
近
代
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
文
化
の
威
力

覆

箋

萎

件
で
あ
っ花

潤
戸
開放
後
の
甲國
の監

霧
〒

製
-㎝、あ
る
こと
を
遡
ぺた
優
、
中國

人
は
世
界
で
最も
優
《
な
工匠
で
あ
る

と冒
い
、
彼
り自
身
「即國
人
は
う

し

P

,
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」

P
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,
し
r
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て
こ
の
有
桟
し
あ
る
り

亀

々
な
交
暢
描
写
ノ
」

入
れ
声
而
ぽ
木
開
の
人
間
花
水
'
」
…
:
ま
こ

ζに

映
画
会
d
か
二
ず

ピ
も

「残
酷
凄
惨
の
極
ノ
」
と
頃

け
加
〆
ぬ
は
な
り
槍
。

☆
も
し
ト
繰
附
K
交
学
の
古
典
と
さ
れ
て
い
る
伽
品

が
こ
の
丁
ロ
・
グ
ロ
●
シ
ン
フ
ォ
ニ
イ
に

「
役
買
わ

さ
れ
る
よ
「
な
時
代
が
來
た
と
し
た
b
?
・…

心
配
は
無
用
で
あ
る
甘
疑

う
人

は
皿
オ
ヴ
ァ
リ
イ
ヂ
人
」
や

「
チ
ャ
友
レ
イ
夫
人
の
恋
人
」
の
匿
告

(

を
み
て

こ
っ
ん
な
さ
い

「
そ
の
余
り
に
大
樹
な
愛
懲
描
写
の
た
め
に
」
云

々
ビ
う
κ
い
上
げ
て
、
そ
の
上
ご
丁
竃
に
も
ゴ
チ
ッ
ク
活
字
で

「算
、訳

」

"

と
埋耐い
て
あ
O
。
い
か
に
も
発
禁
処
分
を
う
け
た
そ
う
な
口
吻
で
あ
る
。

そ
う
な
れ
は
し
め
た
も
の
、
ま
た
十
日
程
の
発
禁
処
分
ひ
9
続
き
、

「愼

趣
八
穣
、雨
の
結
果
、
桝
界
的
文
髄
作
晶
で
あ
る
こ
ζ
が
分
つ
た
」
キ
警
説

、
1
`

唖

1
'

風
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J
哩

q
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1
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風

●
」
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`
風

☆
春に
な
つ
た。
性
犯
罪
の蹴
塘
ず
る琴
節
く
あ
るし
エ
ロ
・

グ
ロが
こ
の時
と
は
か
り
に氾
濫
し
始
める
り
「襖
に
な
る
か

ノ身
を
閥
る
か'
不
夜
城
を圧
し
で
乙女
豹
が
財
ぶ癩
惰
の
嵐

'
」1

と書
く
と
六冊
一均
円
し
叩き
競
つ
て
いる
毒
本
の

呼
物小
混
み
た
いだ
が、
こ
れ
か
何
と
h倒
的
前入
氣
斉
よ
ん

⊂
いる
映
幽
の宣
簿
文
句な
の
た
。
日本
四
大
映
画会
砒
あげ

「今
ま
で
にな
か
つ
た
赤
探

「水桂
の
甲
に
裸体
の
叉
女
を

ロ

照
保
顎
課

(
'
)
の
こ
推
藺
に
あ
ず
か
つ
て
、
廣
告
料
数
自
万
円
を
マ
ル

7

儲
け
ず
る
こ
ζ
は
う
け
合
い
て
あ
る
。
フ
ロ
ベ
ー
ル
や
ロ
レ
ン
ス
が
草
巣

「

の撃

何
と
不奮

い
蓼
が
霞

違
な
い
。
かの
大
蓉

マ
ン
∴

ロ
ラ
ンも
「過去
よ
、
さ
hは
ー
」
み嘱
破
し
た
では
な
い
か。
進
め
ー

¶

:
㌔

,7

☆こ
れ
b
き
ら
酌く
は
か
りに
ず
ば
りし
い
イ
ン
ワイ
交
は例
外
な
く
サ

}

ド
公
酎や
ザ
ッ
ヘ
ル
・マ
ゾ
ホ脊
超
醐
させ
る
の
だ

,

が
、
穣
性
慾
研
究を
も
つて
「悸
科
学
」と
ず
る

の
は封
岬
的
残
碑
を残
ず
後
垂國
に
通
有な
現
象
で

病
り、
し
か
も
てれ
は
同
時
に責
本
竿
義
碇会
特
荷

の
雰
表

義
び
つい
た
欝
の
趣
磨
外
な
ら

【

ぬ
と
いう
の
か
、宏
田
伶
太
郎
民の
電
読で
あ
る
9

7

☆
霧
陽悶
り
輝
く胃
Fの
下
で稗
を
解
いた
万
葉
人

の
睡康
な
恋
や
、件
の
解
放
の甲
に
中世
侮
権
亭
腕
の非
人
間性
を
あ
ざ

笑
つ
たル
才
ッ
サ
ンス
人
の眞
意
さ
え
が、
こ
れ
ら世
紀
末
飽漁
奇
趣
味

と
湿同
さ
れ
る世
の
叩
で
あ
る。
「何
し
つ
[股
民
衆の
漁
識が
低
い
ん

で
ね
エ」
と
心飼
顔
の
出
陪者
の
窟
分
もよ
く
解
る
のだ
が
、寸
分
の
エ

ロ
・
グ
ロを
も
交え
ぬ
「は
るか
な
る
山河
に
」
が
ベス
ト
・
セラ
ー
に

ワ

な
り
「き
け
わ
だ
つみ
の
こ
え」
の
牧
、血が
ず
で
に
自万
円
を
突破
し
て

}

い
る
と
い,
轟

慈
れ
た
.な
い
も
ので
あ
る
。

脚

`
'
¶
嘲
4
、
`
4
¶
l
J
-
`
`
-
C
`
喝
`
ご
噛
・
4
1

を
促し
、
そ
れ
に陣
つ
て
轍出
貿
易
が
}ロッ
パ
の機
棚
工
築に
到
底
対就
で
き

生
み
の
意
気
込
み

旬
会

新
制
大
掌
が発
尼
して
か

ら
のこ
の
一琢を
回
顧し
て
新
し
い大

学
を生
み
出
すた
め
の多
く
の
苦
悩、

そ
れ
にも
ま
して
新
しく
生
み
だ
さな

け
れは
な
らな
か
つ
た大
学
の
性
格と

い
うも
の
は
將坐
に
も大
き
な
問
題
を

提
供ず
る
も
のと
思
い
漢す

耶沢

新
制大
学
の教
育
に
対
し

て
二
つの
見
方
があ
る
。
}つ
は
敗職

で
し
かた
な
く
與え
ら
れ
たか
ら
と
い

う
見方
、
一つ
はも
つ
と
能勤
的
な
見

方
、僕
蓮
は
む
しろ
後
者
で敗
職
の
結

果
生
れた
も
の
とは
い
え
これ
を
機
会

に
微
隈見
ら
れな
か
つ
た
世界
的
な
感

覚
を
持
つよ
う
な大
学
を
に
ろう
と
い

う
慧
獺込
み
で
歩み
出
し
たわ
け
だ
o

木
村

僕
も
「よ
し、
國
に
予
簿

が
な
くと
も
ド
ンブ
リ
鉢と
箸
さ
え
あ

れば
佑学
の
輿鹸
を
や
る
」
(笑
潤)

と愚
込ん
で
いた
よ
。

竹
内

廣達
も
息
込
みは
充分
あ

つ
たん
で
ず
が実
験
の
途
甲に
ス
ト
ッ

プ
ウ
オ
ッチ
が
止
つた
り
して
・…
・、

や
はり
交
敬
予算
、
定
員
法が
僕
奪
の

癒
氣込
み
を
=坦
、
ヨ
画
にし
め
つ
け

て
いた
し
皮
た今
も
そ
う
だと
思
い
ま

す
。木村

そ
こ
にも
閤
題
はあ
る
が

旧
制
大
を残
し
その
上
に
新制
と
な
つ

て
い
るの
で
勘
心の
毅
制
大
が伸
び
悩

ん
で
い
るよ
う
な氣
配
が
あ
る。
新
制

一本
の私
立
大
の方
が
ρえ
つて
う
ま

く
輿
が上
つ
て
いる
のじ
や
な
い
か

な
。

よ
か
つ
た
輔
導
方
針

司
会

次
に
輔導
方
針
など
に
話

を
蓬
めて
い
た
㌘
いて
・…
:。

本域

さ
てそ
う
改
つて
聞
か
れ

る
と恥
し
い
の
でず
が
、
どう
も
さ
つ

は
り始
めか
ら
見当
も
つ
か
つ、
い
わ

ゆ
る
「八
方
破
れ
の構
え
」
でず
ぺ
り

出
し
た
ので
…
…
(笑
雷
)

ま
あ
ス
キだ
ら
け
はス
キ
な
きが
ご
と

し
で
、こ
の
た
め
かど
う
か
、
一年
間

僕
自
身
掌生
請書
と対
立
的
な曜
情
な

し
に
一縄
に
な
つ
て歩
ん
で
來た
こ
と

む
し
ろ
掌生
晒
君
と話
し
合
ろ時
よ
り

も
分
校
輔導
委
鹸
弄代
表
し
て
本部
や

月
瞭
稗
談会
に
出
た
時
の方
か
、何
か

つ
つか
」
つて
行
溶
た
いよ
う
な凧
情

さ
え
持
つて
い
た
よ
。こ
の
点
非需
に

嬉
し
く
思
つて
い
る
のだ
が
9

田
保
橋

僕
逆
も旧
制
高
校
のよ

う
に
先
生
万と
の
近
い援
触
の
機会
は

な
か
つ
た
けれ
ど
も
、輔
導
辱
員
が学

生
塑
比
係じ
や
な
く
て本
当
の
樋
剛委

曼
た
つ
たこ
と
を
う
れし
く
思
いま
す

が
、
た
と
貞ば
將
坐
付休岸と
な
る制
新　

高
校
の
性
格を
つ
か
んて
い
な
いな
ど

は
不
賢
だね

司
会

そ
れ
に
関連
そ
新制
旧

制
高
校
出
身が
入
り
混
つて
い
て多
く

の闘
題
が
生
れる
の
で
にな
い
でず
か

田
保
橿

翫
実
上物
の
考
え方
に

大
き
欺
ギ
ヤ
ノブ
か
あ
Oこ
ぐは
牝し

か
で
ず
。

吉
松

や
は
り
旧
制は
僻
統
が生

み出
す
写
囲氣
に
つ
つ
漢れ
て
い
る。

こ
の点
は
大
きな
覇
い
だと
思
う
が。

梶
浦

しか
し
こ
れ
を新
綱高
校

の面
か
ら
見
る
と窪
つ
て架
ま
ず
。ず

の
悲し
み
は
こ
Σに
あ
るの
で
す
。農

達
には
ほ
と
んと
こ
ん
な機
会
が
興え

られ
な
か
つた
。
こ
の機
会
を
新
制大

学
に期
待
しで
聚
κ
の
でず
が
3…
。

奉沢

たし
か
に新
制
[凸校
生
の

考
え方
が
以
前
の掌
生
と蓮
つ
て
い
る

こ
と
はた
し
かだ
。
男
圭徒
が
病
無
で

窺
て
いる
時
女生
徒
が
見舞
い
に
策て

硬
れ
る。
こ
の中
に
あ
る何
か
自
然
な

萸
し
さは
以
前
知ら
な
か
つた
も
の
だ

昔
の壮
鯉さ
はな
く
な
つた
が
大
体
こ

の
肚
廠さ
自
体
あ
やし
か
つた
の
じ
や

な
い
かね
り
(笑声
)

吉
田

し
かし
こ
ん
なギ
ヤ
ッ
プ

性
に
とぼ
し
く、
ど
う
も感
し
方
か
悪

い
測
臥で
日
本的
な
面
が
あ
るの
は
否

定
で
きな
い
ね
。

石川

僕
も今
ま
で
いわ
れ
た
こ

と
を
こと
ご
こく
感
じ
る
けれ
で
も
、

新
し
いも
の
を
好て
て
い
くと
い
う
意

欲
が全
炭
に
融
い
のち
や
な
いで
し
よ

う
か
。
そう
し
た
ら旧
い
も
ので
も
良

い
も
の
は自
然
に残
つて
い
くは
ず
て

し
よ
う
9

司
会

授
藁
の面
で
は
どう
で
し

よ
う
。

古
松

こ
れ
は全
く
苫
し
い。
ず

ぺて
の点
で
矛
員
と
ヤ篇
に
し
め
つけ

ら
れ
て
い漢
す
。
私
の独
証で
も分
校

に
着
十
人
の敏
室
か
たく
さ
ん
㌍い
て

い
る
の
に数
白
人
旗
めて
し
加
けれ
は

な
ら
な
いの
た
か
ら、
こ
れ
は冷
7、教

授
の
宗昌
た
け
の
閥題
で
す
。

木
村

全
く
同
裾で
す
。
廣塙
古

松
君
も大
教
纏
を
便
つて
い
る
の占
が

二人
と
も大
留
の
方な
の
に
講
謹ヰ
聞

く
掌
生
が云
う
の
には
「菩
は
聞え
る

が
声
は聞
え
な
い
…
濠
んて
(笑西
)

盲
田

僕
も
た、
化
掌
の
軍瞼
と

い
え
は
多く
て
せ
い
ぜい
三
十人
儲
の

も
の
だ
が
分校
e
は
八〇
〇人
.幡

だ
、こん
な
牡大
な
の
は
始
めて
た
よ。

安
原

少
い
予騨
を
輿
えて
ほ
つ

て
お
けは
よ
いと
いう
和氣将
か
この
よ

う
に
全
國
の新
制
大
02行
な
や
みに
は

占
き
り
あら
わ
れ
て
いる
の
で
はな
い

で
し
よ
うか
。

李
沢

飾
偏
数
倉が
少
いし
敢
冒

自
体
岐
れき
つて
い
る。
胃任
感
たけ

の
授
業
じ
や面
白
く
ない
の
は当
然
だ

安
原

学
生
でも
同
じ
こと
が
い

え
ま
す
。ア
ル
バ
イ
ト
つづ
き
の冑
ぴ

し
い
生
括、
ぎ
つ
し
り
つま
つ
た時
間

割
と
こ
んな
も
の
か
らた
ん
だ
掌生
の

意
欲
が
ち㌘
戻
さ
れて
行
く
。
こ
」に

李
訳
先
生
のお
つ
し
や
るキ
体
性の
問

題
も
あ
る
ので
は
な
いで
し
よ6
か
。

話
せ
嚴

す
わ
か
る

竹
内

一っ
こ
Σで
僕
蓮
の心
配

す
るこ
と
は今
行
わ
れ
よう
と
して
い

る輔
導
部
の刷
新
で
、分
校
の
輔導
方

針
も変
る
の
で
はな
い
かと
いう
こ
と

です
。奉沢

新制
大
の
即
念と
一致
し

て
行く
と
い
う
こと
以
外
に方
針
は
な

い、
潤
圧
な
ん
て湾
え
た
こと
も
な
い

し
、た
と
一窮
えが
蓮
つ
た場
合
に
も

納
得の
ゆ
く
寂で
話
合
って
行
け
ば
決

して
解
決
点
が褥
ら
れ
な
いと
は
思
わ

んね
…

本城

上の
簸

は
どう
な
ろ
う

と
こち
ら
は
変
つて
も
ら
いた
く
な
い

し、
ま
た
変
らな
い
よ
。

告田

廣等
は
政
治
的訓
練
が
な

くナ
ボ
コイ
ので
ず
が
(笑宙
)
諏
心

誠
意補
導
を
ず
る点
で
は
絶対
r
心
配

いり
ませ
ん
。

む

す

び

司
会

では
こ
の
翅で
皆
さ
ん
か

ら将
來
の
希
望を
迦
ぺ
ても
ら
つ
て結

鹸
にし
た
い
と思
い
ます
o

木
村

ま
だ発
尼当
時
の
ご
疋ご

た
から
為着
を
取り
も
どし
て
い
な
い

よ
うで
す
ね
。学
生
は
敬室
から
教室

へ、
先
生
は
授築
と
難
用で
絹
え
ず
い

ら
いら
し
て
い
る。
こ
れじ
や
駄
目だ

ね、
も
つ
と
のび
の
ぴ
とゆ
つく
り勉

張
出灰
る
よ
う
にし
た
い
もの
で
ず
。

石川

こ
のよ
う
な
敢官
と
の
接

触
で見
ら
れ
る
よ
い解
獺
とと
も
に
自

治
会
がさ
ら
に
学生
の
中
に入
つて
行

く
こ
とを
留
み
豪す
。

古
松

つ
いで
に
こ
の
際女
子
の

職
員敢
官
も
ど
ん
どん
隈
る
こと
で
す

癬
ん
に
な
つ
元
結
果
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
.

界

が
ら
す
る
甲
國
へ
の
銀
の
流
入
蚤
が

晒
に
増
加
し
た
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
よ

う
ぐ
あ
る
。
元
末
に
中
國
を
訪
れ
た
有

名
ペ
ア
ラ
ビ
ア
人
廠
行
尿
イ
プ
ン
・
パ

ツ
ー
タ
が

「中
國
入
は
取
引
に

(金
)

釧
貨
を
使
用
せ
ず
、
外
國
か
ら
流
入
す

ろ
こ
れ
ら
の
金
属
は
総
て
影
蹄
銀

(
イ

ン
ゴ
タ
ート
)
に
改
購
す
る
h
と
召

り
て

い
る
の
は
、
こ
の
間
の
恥
惰
遊
物
、嗣る

,

も
の
で
あ
ら
う
。

い
つ
わ
玩
せ
よ
狛
ん
ど

一
千
年
の
久

ピ
河
に
.思
つ
て
自
他
共
に
金
轄

撚で
の

最

料
優
49
な
工
匠
を
も
,
て
許
し
て
い

た

中
四
人

も
、
十
六

廿
紀

の
鰐
㌣
期

(明

ω
中
架
)
以
來
コ
ー

ロ
ツ
パ
人
が

盛

川
r
面果
洋
へ
來
臨肌
よノ
る
順
に
数
る
と

漸

ー、ヨ
ー
ロ
ツ
ハ
文
侶
、
と
/
、に
そ
の

誘

難

態

鷺

額
麗

し
て
傅藷

文
化
の権
威
が
次
第
に疑

わ
れ
る
よ
うに
な
り
、さ
ら
に
は
.台定

一さ
え
さ
れ
るよ
う
に
な
つた
禦

、中

國
固の
ご
とき
も
第
濫隔
伽
に
噸
落し

}鑓
か
に
余
喘を
保
つ
に過
ぎ
取
い賊
態

に陥
つ
て行
つた
の
であ
る
り
た
"こ

のよ
う
な
情勢
の
推
移
をも
っ
て
團ぬ

に
〃両
眼
の
中國
人
"
と
〃燃
眼
リ
ヨ

ー
ロ
ッパ
人
"の
地
位が
永
還
に
噸
倒

して
し
ま
つ
たと
ず
る
なら
は
、
それ

は
もと
よ
り
早罰
で
あ
らう
し
、
新
し

}い人
道
圭
義
の立
場
〃
ら粟
西
交
化
の

ね
。
そう
す
り
や僕
跨
も
も
う少
し
吻

ぎ
れ
いに
し
ま
ずよ
。
(笑四
)

新
学
期か
ら
は
研
究、
羅
動
の團
体
を

通
じ
ても
敢
官
や
孝
同
志
の融
合
を

は
か
りた
い
、
鵬
隔し
て
い
る。

奉
沢

結
局
は舗
君
が先
づ隣
り

の
[人
を賄
え
る
こと
た
。
そし
て
こ

れ
が
や
がて
全
体
に廣
が
る
こと
に
な

るだ
δ
う。
塙
う
一つは
進
んで
敢
官

の門
を
た
㌧く
こ
と
、冥
際
一楯に
酒

をく
ん
で
あば
れ
て
も囎
導
は
出坐
る

ん
だ
よ
・・…
b
(笑
声
)

司
会

そ
れ
で
は
どう
も
あ
りが

と
う
ご
ざ
いま
し
た
。

語
鉦
難
描
雛
陛
塾

と
であ
ら
う
。
(新
制
京大
攻
授
)

脚本梗概

硝
煙
に
『紅
燃
ゆ
る
』の
絶
叫

踏
み
に
じ
ら
れ
た
青
醤
の
記
録

こ
の
物
冶
は侵
脇
馨

の櫨

馳
と
な
り、
再
春
の
感
傲
ご

理
性
を
無残
に
も
踏
みに
じ

ら
れ
た
若き
学
徒
出
陣兵
の

は
か
な
き
レ
ジ
スタ
ン
ス
の
況
録
C

あ
る
リス

タ
ツフ

脚本
-
珊
旛私
郎

奮
i

関
望
型

キヤ
ス
ト

牧
見
門
士官
(沼
田肚
一)
胃
地躍
鮒

(伊
見肇
)箕
田
一
等
兵
(稻如
昭

三
)
秋
田
「等
兵
(河
賄
保
)
以上
学

硅
出
陣
、河
西
一等
挺
(河
野
秋
武
)鈴

木

等
兵
(信
畝
三
)野

村々
甲尉
(

墓
川
大

郎)
軍
医、
木
村
蜘
習士
官
・

(杉
義
「)柴
山少
佐
鶏

聴
)大
塑

長
、岸野
中
尉(原
保美
)
第
一甲隊
長

、矢
野
敦子
(園
生柱
子
)
箕
田の
母

(杉
村
春チ
)河西
の
母
(英
自
合子
)

そ
の
他
東大
佛
文
科学
生
、
女
掌生
、

}鱈高
象
数

字
聴
ー
諏
ん
こ
この
一簾
斎
大場
陸

下
レ
捧
け漢
す
。

(
一)

職
箏
未
期、
背
景
はビ
ル
マ
田
甲果
し

な
く
続
く泥
擁
の海
の
甲
に
敗走
し
た
一

箪
隊
の
足跡
か
続い
て
い
る
。ぬ
か
る

み
の
中
に四
つ
逼
いに
な
っ
て喘
窪
な

が
ら
渉
いて
行
く
落伍
し
た
「人
の
日

本
揖
にア
ナ
ウ
ンス
が
聞
えて
く
る
.

「棘
の兵
隙
e
あ
る日
本
耶
が、
大
陛

や
フ
ィ
リ
ッピ
ンで
無
こ
う
の鼠
民
に

行
つ
た暴
嘘
非
道
の大
殺
人
が何
存
意

味
す
る
かは
よ
くお
わ
か
り
でし
よ
う

そ
れ
は
日本
軍
に
と
つて
は
、天
塁
産

下
に
対
して
の
思節
で
あ
る
かも
知
れ

漢
せ
ん
が、
人
類
の敵
で
あ
るこ
と
は

申
ず
ま
でも
あ
り
烹せ
ん
」

[天
の
兵は
、
泥
の
つい
頚
の
根
を

噛
り
な
から
「楠
切な
ん
か
な
つて
た

まる
か
い、
馬
牌
野郎
ノ
」
歯呼
ぶ
。

や
つと
友壇
に
た
ど
り
つい
た
}人
の

落憤
兵
に
対し
中
隊長
は
部
洛
民の
隠

れ
場
を
捜
し出
し
て、
中
の
「頭で
も

掻
挑
つ
てく
れ
ば
自分
の
除
に
入れ
て

や
ると
申
し渡
す
、
その
時
入
口
から

入
つて
策
た牧
見
門
士官
か、
か
って

粟大
佛
文
の円
師
で
あ
つた
落
伍兵
の

一人
鈴
木
h
衆兵
と
偶然
の
濯
遁
をず

る
。こ
れ
を
みた
大
隊
長覧一何
を
数
え

と
つた
ん
た
、
「フ
ラ
ン
ス交
掌
ぐ
あ

り
渋ず
、
「敵
監文
学
疋
な!
・
フ
ム

面
臼
い…
:
フ
ラン
ス
文
掌
とい
う
と

憧
いの
は
誹
だ?

シ
ェ
クス
ピ
ア
ー

か
」、数
育
あ
る人
間
を
吋
む崖
野
は
、

興
合斎
人
れで
や
る
己称
し
て鈴
木

範兵
を
密
林
の甲
に
連
れ込
み
、
ワ
ン

ワ
ンと
犬
の
眞似
を
さ
せて
獲
物
を
拍

わ
せ
る。

(二
)

山
局
を丸
覧
にし
て
い
る大
隊
長
と
甲

隊
長、
少
し
醗れ
た
宿所
C鈴
木
二

兵
は、
牧
士官
か
ら受
生瀬
動
か
た
」

つて
昇
級
出
久な
い
河
西
を紹
介
貫
れ

る
9鉄
幅
の
甲で
籾
殼
をむ
く
兵
隊
、

麹
午を
か
けて
葡
関
を打
つ兵
隊
、敗　

残
兵そ
の
も
ので
あ
る
、胃
期
郎
蟹は

蝿
紬に
対
抗
して
家
苗
徴発
を
命令
す

る
。密
林
に
入
つた
胃
池小
除
は
、た

さ
衷ち
敵
凸職
車
に
摺
遇し
今
楽た
コ

ー
スを
退
却
して
し
ま
う。

齢木
は
大
≠
にい
た
こ
ろ、
河
合
塩授
　り

かれ
ゆ
に
な
つた
しデき
　ゆ
も
つ
ルけ
　

豫
蘇
藷
量

な
け
れ
は
蟹
慧
味
C
し
た
よ
。
や
っ
は

」

り
ピ

エ
ロ
℃
す
よ
・
こ
の
自
分
か
い
Σ
　

見
本
℃
ず
」
と
賠
る
河
西
、
一
人
は
駄

つ
て
し
ま
つ
た
.

(三
)

士
官
宿
所
に
衆
た
部
除
本
部
の
野
々
村

墾
口欝
"
鱗犠
騨
螢

難
灘
錨

敦
子
か
ら
の孚
紙
を
うけ
と
り
、
「話

に　
い
た
　ガ
お
　
ゑ
の
ヨゆ
　
　の

・憲

い出
・
、
嚢

・
・
よ2

に
「氷
盛にさ
よ
な
ら
ー融
の
幸
醐
を

肋
O」
と
手
紙の
蠣
に
占く

かく
て
い
よ
く
柴
田
大隊
は
「剖
の

離
発
馨
誕
筋
藍

地
軍皆
は
例
とか
し
て
運れ
て
行
こ
う

と
す
るが
、
大除
長
は
肝
さな
い
。
食

糧
は乏
し
く
、
い
藻
す
るか
も
知
れ

な
い賊
配
に
兵
たち
り
株
厚
は乱
れ
て

く
る
り
つい
に
大除
長
の
捧が
食
肉
に

供
さ
れた
と
い
う廓
件
で
岡点
に
癌
し

κ
。
小

啄
O
葭
任
凸

円
掘
に
浴
ひ
ぜ
ら

れ
る
猛
勲
な
ビ
ン
タ
、
そ
れ
冷

川
ば
為

う

ず̀
る
洞
西
、
今
r
偽
副
刀
皆
引
さ

抜
こ
ろ
と
∫
ろ
岸
嬰
、
大
隆
長
瞬

「舐

め
と
る
な
薦
些
1
∵

r
怒
号
ず
る
、
反

抗
し
κ
河
西
は
、
密
朴
凶
叩
に
述
れ
込

}
ま
れ
岸
馳
リ
ピ
ス
ト
ル
r

髭
犠
引
冒
と

つ
て
」
ま
つ
た
9

(
四
)

七
ム
6
噴
恵
は
そ
れ
ハ

＼
予
梱
卸
存
渡

さ
れ
大
隊
は
出
歪
す
る
、
嘘
う
な
顔
で

出
光
を
鮮

込
る
病
斤
た
ち
、
木
村
岩

、

て
官
豚
、
職
陣
訓
の

「
從
容
渚
、し
て
態
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て
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。
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華
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烈
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叩
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る。
「お
冊き
ん
」
冴叫
び
な
が

ら
塩か
ら
鰯
瀧
して
死
ん
で行
/其
、

麹
兵
たち
は
す
べて
孤
独
ビ虚
顛
に
お

互
いが
お
h
い
を殺
し
て
し
ξ
"2た
。

「方
、凋
林
存
脱走
し
て
行
ー、部
除
で
、

兎

は白
線
に
マ
ンあ

三壽

代
死

鯉

陶

濃

蔽
靱

勧
ど

兵
、滝
の
ご
と
く降
る
雨
に
やけ
に
な
一

つ
た
兵が
浪
花
齢の
「佐
渡情
話
」
、

ツ
ー
レ
ロ節
を
どな
る
。
喧嘩
で
殺
し

合
う兵
連
、
羅藥
を注
射
し命
を
絹
つ

野
村々
軍
医
、
剖除
の
臼
紙が
近
ず
く

に
つれ
く
醸
旭な
嫌
桐
を
呈し
て
ー、ゐ

大除
鼓
以
下
六人
は
秘
か
に縁
凌
捨て

て逃
け
る
。
大
隊
長
の
逃
矩に
瓢
つ

いた
胃
地
は
、
い冒
な
り
三角
巾
遊白

旗
にし
、
あ
たか
も
凱
旅す
る
よ
うに

雷
をは
り
上
げて
「紅
燃ゆ
る
」
を歌

い、
つい
に
地艶
の
信
管
をふ
み
つけ

て
いま
う
、謄

残
つた
冑
地
の
片腕

には
蝋
け
穫
げた
白
旗
が握
ら
れて
い

た魂
こ
わ
いよ
オー
」
と喚
さ
なが
ら

逃げ
ま
と
う兵
、
あ
た
かも
修
締場
で

あ
る。
砲
粥
の破
uhを胸
に
つけた
牧

は、
恩
師
鈴木
.騨
兵
から
モ
ン
テー

◇
人
闇
掌の
麟
問題
(漿
都
大掌
セ生

部
搬
甫第
十
三
働
)進
橘学
的
観
た

人
間
【徽田
御
尊
人
闇
砺
吹
掌的
贈

察
【鈴
江
需笛、精
紳
病学
と
人
間
掌

【村
上仁
鴨
人
間
にお
け
る本
能

智

能
h佐
藤
幸
治】の
四
埆か
らな
り
「人

r間
」
に対
す
る
閤題
㌃生
物
牢的
、
朕

学
飽
兇
地か
ら
解
明し
よ
う
ζし
て
い

る
。
表
題は
}見嗣
苦
し
く
見え
る
が

動
物
の
生活
や
人
間の
躍
近
な生
活
を

材
料
に極
めて
柔
かく
職
味漆
く
・目か

れ
て
おり
読
物
と
して
も
面
白い
(明

窓
講
厨刊
・B
6
二四
八
頁
・7
僧
.

五
〇
円
) 翻

あ
6
日

東
大
融

覇
課
へ

　牒
駅

小
仙
物

係
から
電
話
が
か
Σっ
て
「東
大
内
間

署
抜太
磯
(仮名
)」へ荷
物が
届
い
て

い
るか
ら
至
息
とり
に
巫て
く
れ
ζい

つ
て
き
た
が
、
あ
の
麟
大
な
「京
大

内
」
を隅
か
ら隅
ま
で
換ナ
わ
け
に
も

行
かず
、
駅
から
は
火
の
よう
に
鰯
健

し
てく
る
し
、庶
務
腰
の
お役
人
の
困

り方
も
「通
りで
は
な
か
つた
と
か
・:

元
陸
軍
大
佐
門

絞

首

" 松
正

一
著

魎
升

詔議

三

著
者
よ
何
処
11
u目
下
濠
洲
戦
犯
ε
し
て
死

〃

羅
離
繭蝉
撒

　み
バ

　
　　
　
お

雛
難
轡
嘉
繹
鯛

漱糖
讐
麗
難

蟄

新
興
宗
教

600B判

振 亭}奥舜〔】95109器

神
讐

獣
性
舳

一iジ
準

ル
望
と
ハイ
ド
撃

㎜璽

ン
蔽

威
、訳

B,
糊

 
.

高
田

保
馬
著

小
泉

信
三
著

土
方

成
美
著

中
山
耕
知
郎

岸
本
城
二
郎
著

波
多
野

鼎
著

縁
本

栄
「署

名
和

締
一
著

長
谷
部
女
雄
訳

経経経

 

著
経経経

済

學

済
済

学

済

学

一

済

学

済

学

般 総 原 原入 原

理

理論 論 論 理
A
5
匹
二
二
貝

需
侃

乳

ρ
ー

璽
諾

腱
臨

A5
四
曾
.箆

濡
三
八〇
円

齢

離

日
墨
「

B
b
、=
五
二
自

F

編

二
五
〇
円

理
論
経
済
学
の
基
本
問
題

融
裂
踏

青
山

秀
夫著
経
済
理
論
の
⊥

青
山

青
山

栗
村

中
村

秀
夫
著

秀
夫
著

雄
吉
著

吉
治
著

本
圧
栄
治
郎
著

大
塚

久
雄
著

高
船
曇
八
郎
著

小
林

痕
正
著

木
位
田
昨
男
著

矢
口
.亭
次
郎
著

五

島

茂
著

木 近 豊 鈴木
藤下 崎

 

古
島

大

内

大
内

鰐察
q
介
著

稔
著

康
男
著

彰
著

敏
雄
著

力 力
著 著

マ 国

斐際
資 価

本 値

般 論 論

禦ぎ研
礎 盆究

経
済
変
動
理
論
の
研
窪

 経
済
コ変
動
理
論
の
研
究

に

経

済

測

定

学

日
本

経

済

史

概

説

日
本
社
会
・経
済
史
概
説

近
代
欧
洲
経
済
史
序
説

ω

近

代

社
会

成

立

史
論

日
本
資
本
主
義
の生
威
と
そ
の基
盤

英

国

経

済

史

要

イ
ギ
リ
ス
封
建
社
会
経
済
史

イ
ギ
リ
ス
産
業
草
命
肚
会
夏
研
究

ア
メ
リ
カ
経
済
史
研
究
序
説

日
本
機
械
工
業
の
基
礎
構
造

日

本

農

業

経

済

論

日

本

農

業

.構

造

論

近
世

日
本
農
業

の
構
造

日
本
資
本
主
義
の
農
業
問
題

日

本

農

業

の
論

理
A
5
[

篠

=

八八
翼

五〇
円

猛
乞
柵照
会

B
6二
九犬
蘭

甲価
一.五
〇円

麗
語
噸

贈
振
○。噌

騰
甑
噸

籔

驕

A
5
五〇
山曾

編

四五
〇
円

戦

○。籟

A5
二四
六
頁

濡

二
〇〇
円

A5
二六
合

定唖
一五
〇
円

濡
=
㎝゚。
噸

遡

。゚㎝
順

A
5
..西
二
顔

耀
価
四
五
〇
円

A
5

㎜四
灸

常
価

一
五
〇
門

鍛

ま
噸

艦
一翻
囲

難

罷

鎚
酔砒゚
。噸

A5
三
ハニ図

庁価
二
三〇
円

騰
蓋
QO噸

目
本
詳
論
肚
版
學
術
書

麗諾鯉瞥

 

9

井
藤

森
田

近
藤
'

牛
彌
著

財

優
三
著
.統

河
合
栄
治

大
河
空

男
著

大
河
内
一男
著

暇
部
英
太
郎
著

風
阜
八
十
二
著

尾 穗 福 窩高 積

武 出
康
男
著

郎
著

保
馬
著

直
著

重
遠
著

朝
雄
著

和
田
小
次
郎
著

田

畑

恐
著

美
濃
部
蓮
吉
著

我

妻

永 永 佐 池
稽 積 藤 上

 

近
藤

飯
塚

泉

社 農

ムム業 計 政

政
簿 学 学策

原 記 汎概

理学論論

 

社
会
政
策

の
基
本
問
題

独
逸
社
会
政
策
思
想
史
ω

ド
イ
ッ
社
会
政
策
論
史

ω

日

本

社

会

政

策

史

社

会

学

大

意

社
会
学

の
現
代
的
課
題

栄
著

・

鎌
三
著

信
衛
著

安
開
著

安
明
著

忠
義
著

西太亭考論磐新 憲法法法

 

浩
二
著
人

法

学

の
基

憲
親

族

縮井篠原 吉
山形原島 田

信

雌 港鮮葎一
著 著 著 著 著

化 精 熱 物 一

 

麻
生
慶
次
讐

土

理欝 哲草学
法 条 本 磁 通

解 解 問 学

学 設 説 題(上)論論

 

ー
新

論

理

家

物

学
-語記

文

地

理

学

説

般

級

数

理

数

学

概

壌 学 密

工と 測 力

業

肥 概 定

A
5

一.苑

頁

窟
価
三
〇
〇
円

阻塾

畷

慰撃
ゴoo噸

環

泓゚。噸

A
旦
一三
酉

定
価
二五
〇
円

A
5四
三
六
画

定
価四
三
〇
円

騰
藷

A
5五
『
四個

α術
四
五
〇
円

墜

旭
。゚朋

A
5
二七
四灯

飛
価
二一二〇
円

A
5
二七
四画

濡

二五
〇
円

A
5
四五
〇琵

定
価
四〇
〇
円

A
5
三
=
百

足
価
輩
O
円

騰
藷
噸

A
5
=
へ二
頁

定
価
一五
〇
円

B
6
『冠
二
肖

定
価
二五
〇
円

墜
罷

蜜
.罷

朧
垂

踏

B
6.曇
二六頁

濡

二〇
〇円

鶴

襯
罷
oo陥

料論学学 論論史
A
5
コ三
八颪

鎚個
二Q
O
円

A
5
一四
責

解
価
=二〇
円

融

妻
融

A
5
一九
四
貫

耀
価
」b
O
円

A
5
二四
四買

繊

一〇
〇
円

A
5
流ヒ
O翼

定
個
五〇
〇円

B
6
一.流
八コ

矩
螢
」
つ円

436

 

'


